
公益財団法人北海道農業公社 

令和７年度 第２回入札監視委員会審議概要 

 

開催日  令和７年１０月１０日（金） 

場 所  公益財団法人北海道農業公社 ５階会議室 

委員長  伊藤 隆道 （弁護士） 

委 員  太田 武司 （公認会計士、税理士） 

委 員  長澤 徹明 （北海道大学名誉教授） 

議事等 

１ 報告事項 

（１）令和６年度発注工事等審議結果について 

（２）令和７年度現地調査について 

（３）令和７年度上期（４月～９月）入札執行状況について 

（４）令和７年度上期（４月～９月）入札結果に関する抽出案件について 

２ 審議事項 

（１）令和７年度上期（４月～９月）に関する抽出案件の審議について 

【総件数６件】 

○建設工事【制限付一般競争入札】 

ア 畜産環境整備事業（資源リサイクル事業）黒松内地区 第 62 工区 

イ 公社営農場リース事業 06 別海地区 第 52 工区 

ウ 公社営農場リース事業 06 幌延地区 第 52 工区 

エ 公社営農場リース事業 06 別海地区 第 53 工区 

○委託業務【指名競争入札】 

ア 畜産環境整備事業（資源リサイクル事業）黒松内地区 第 62 委託 

イ 公社営農場リース事業 06 別海地区 第 52 委託 

 

 



【審議概要】 

委員からの意見・質問等、それに対する回答・説明等の概要は次のとおり。 

委員からの意見・質問等 回答・説明等 

○制限付一般競争入札（建設工事） 

（建築工事） 

・解体する建築物の規模と改修する規模が

大きく違っている理由は何か。 

 

 

 

・参加要件として、おおむね同規模として

認められる工事の同規模とは、どのよう

に判断しているか。 

 

 

 

 

 

（機械器具設置工事） 

・入札参加資格要件の施工実績で、「搾乳施

設設置工事、糞尿施設設置工事などの実

績があることと」あるが、このうちのど

れかの実績があればいいということか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・堆肥センターを建設したときと比較して、

この畜産環境整備事業の計画では、参加

戸数とふん尿量が大きく減少しているた

め、改修する規模が小さくなっています。 

 

・公社で発注する工事は、畜産に係る畜舎

建設や改修などが主なため、入札参加者

が少ない傾向にあります。そのため、入

札手続検討委員会検討部会で検討した結

果、競争性の確保を重視して、改修工事

ということもあり規模についての要件は

示していません。 

 

 

・はい。機械器具設置工事の場合は、入札

参加資格要件のうち１つでも施工実績が

あれば、入札参加を認めています。 

 

 

 

注）一部重複する確認事項等については除くものとする。 


